
 

一

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

新
旧
対
照
表 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
） 

 

第
二
章 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進 

 
 

第
一
節 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
第
三
条
） 

 
 

第
二
節 

農
地
中
間
管
理
機
構
（
第
四
条
―
第
十
六
条
） 

 
 

第
三
節 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
（
第
十
七
条
―
第
二
十
二
条
） 

 
 

第
四
節 

連
携
及
び
協
力
等
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
六
条
） 

 

第
三
章 

雑
則
（
第
二
十
七
条
―
第
三
十
三
条
） 

 

第
四
章 

罰
則
（
第
三
十
四
条
） 

 

附
則 

  
 

 

第
一
章 

総
則 

 
 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
地
中
間
管
理
権
」
と
は
、
農
用
地
等
に
つ
い
て
、

次
章
第
三
節
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
貸
し
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
） 

 

第
二
章 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進 

 
 

第
一
節 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
第
三
条
） 

 
 

第
二
節 

農
地
中
間
管
理
機
構
（
第
四
条
―
第
十
六
条
） 

 
 

第
三
節 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
（
第
十
七
条
―
第
二
十
二
条
） 

 
 

第
四
節 

連
携
及
び
協
力
等
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
） 

 

第
三
章 

雑
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
二
条
） 

 

第
四
章 

罰
則
（
第
三
十
三
条
） 

 

附
則 

  
 

 

第
一
章 

総
則 

 
 

 
（
定
義
） 

第
二
条 

（
略
） 

２
～
４ 
（
略
） 

５ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
地
中
間
管
理
権
」
と
は
、
農
用
地
等
に
つ
い
て
、

次
章
第
三
節
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
貸
し
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、



  

二

農
地
中
間
管
理
機
構
が
取
得
す
る
次
に
掲
げ
る
権
利
を
い
う
。 

 

一 
（
略
） 

 

二 

所
有
権
（
農
用
地
等
を
貸
付
け
の
方
法
に
よ
り
運
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
信
託
（
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
農
地
貸
付
信
託
」
と
い

う
。
）
の
引
受
け
に
よ
り
取
得
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

三 

（
略
） 

  
 

 

第
二
章 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進 

  
 

 
 

第
四
節 

連
携
及
び
協
力
等 

  

（
農
業
者
等
に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置
等
） 

第
二
十
六
条 

市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
内
の
区
域
に
お
け
る
農
地
中
間
管
理

事
業
の
円
滑
な
推
進
と
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
農
業
の
発
展
を
図
る
観

点
か
ら
、
当
該
市
町
村
内
の
適
切
と
認
め
る
区
域
ご
と
に
、
農
林
水
産
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
区
域
に
お
け
る
農
業
に
お
い
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
、
当
該
区
域
に
お
け
る
農
業
の

将
来
の
在
り
方
及
び
そ
れ
に
向
け
た
農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
等
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
農
業
者
そ
の
他
の
当
該
区
域
の
関
係
者
に

よ
る
協
議
の
場
を
設
け
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。 

農
地
中
間
管
理
機
構
が
取
得
す
る
次
に
掲
げ
る
権
利
を
い
う
。 

 

一 

（
略
） 

 

二 

所
有
権
（
農
用
地
等
を
貸
付
け
の
方
法
に
よ
り
運
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
信
託
（
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
農
地
貸
付
信
託
」
と
い

う
。
）
の
引
受
け
に
よ
り
取
得
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

三 

（
略
） 

  
 

 

第
二
章 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進 

  
 

 
 

第
四
節 

連
携
及
び
協
力
等 

  

（
新
設
） 

        



 

三

２ 

市
町
村
は
、
前
項
の
協
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る

者
を
含
め
、
幅
広
く
農
業
者
等
の
参
加
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

  
 

 

第
三
章 
雑
則 

 

第
二
十
七
条
～
第
三
十
一
条 

（
略
） 

  

（
事
務
の
区
分
） 

第
三
十
二
条 

第
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四
条
、
第
五
条
、

第
八
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
、
第
二

十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
並
び
に
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。 

 

第
三
十
三
条 

（
略
） 

  
 

 

第
四
章 

罰
則 

 

第
三
十
四
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の

    
 

 

第
三
章 

雑
則 

 

第
二
十
六
条
～
第
三
十
条 

（
略
） 

  

（
事
務
の
区
分
） 

第
三
十
一
条 

第
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四
条
、
第
五
条
、

第
八
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
条
、
第
二

十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
並
び
に
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自

治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定

す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。 

 

第
三
十
二
条 

（
略
） 

  
 

 
第
四
章 

罰
則 

 

第
三
十
三
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の



  

四

罰
金
に
処
す
る
。 

 

一 
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
報
告
を
し
た
者 

 

二 

第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

又
は
忌
避
し
た
者 

２ 

（
略
） 

  
 

 

附 

則 

  

（
検
討
） 

第
二
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
農
地
中
間
管

理
事
業
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
関
し
、
そ
の
実
施
主
体
、
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
措
置
の
見
直
し
（
農
地
中
間
管
理
機
構
に
対
す
る

賃
料
に
係
る
助
成
の
見
直
し
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
事
業
の
在
り
方

全
般
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
法
制
上
の
措

置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
協
議
の
結
果
の
取
り
ま
と
め
の
状
況
等

を
踏
ま
え
、
同
項
に
規
定
す
る
協
議
の
場
に
関
し
、
そ
の
よ
り
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
の
法
制
上
の
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

罰
金
に
処
す
る
。 

 

一 

第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は

虚
偽
の
報
告
を
し
た
者 

 

二 

第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

又
は
忌
避
し
た
者 

２ 

（
略
） 

  
 

 

附 

則 

  

（
検
討
） 

第
二
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
農
地
中
間
管

理
事
業
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
関
し
、
そ
の
実
施
主
体
を
含
む
こ
れ

ら
の
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
新
設
） 

    



 

五

 
（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

農
地
中
間
管
理
事

業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第 

 

 

号
） 

第
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四

条
、
第
五
条
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、

第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び

第
五
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、

第
二
十
八
条
並
び
に
第
三
十
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

 
 

  

 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 
 

 

農
地
中
間
管
理
事

業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第 

 

 

号
） 

第
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四

条
、
第
五
条
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、

第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
五
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び

第
五
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、

第
二
十
七
条
並
び
に
第
二
十
九
条
第
一
項
及

び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

 
 

  

 
 

 


